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ご注意

保証

HP製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるものとしま

す。 ここでの記載は、追加保証を提供するものではありません。 ここに含まれる技術的、編集上の誤り、 または欠如について、

HPはいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は、 予告なしに変更されることがあります。

権利の制限

機密性のあるコンピューターソフ トウェアです。 これらを所有、 使用、 または複製するには、 HPからの有効な使用許諾が必要

です。商用コンピューターソフ トウェア、 コンピューターソフ トウェアに関する文書類、および商用アイテムの技術データは、

FAR12.211および12.212の規定に従い、 ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2001-2014 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe®は、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社)の登録商標です。

Intel®およびItanium®は、 Intel Coporationの米国およびその他の国における登録商標です。

Microsoft®、 Windows®、 およびWindows® XPは， Microsoft Corporationの米国における登録商標です。

Oracleと Javaは、 Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

UNIX®は、 The Open Groupの登録商標です。

サポート

次のHPソフ トウェアサポートオンラインのWebサイ ト を参照して ください。

http://support.openview.hp.com 

このサイ トでは、 HPのお客様窓口のほか、 HPソフ トウェアが提供する製品、 サービス、 およびサポートに関する詳細情報をご

覧いただけます。 

HPソフ トウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに必要な対話型の技術サ

ポートツールに、素早く効率的にアクセスできます。 HPソフ トウェアサポートのWebサイ トでは、次のようなことができます。

• 関心のあるナレッジドキュ メン トの検索

• サポートケースの登録とエンハンスメン ト要求のト ラ ッキング

• ソフ トウェアパッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HPサポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ トウェアカスタマーとの意見交換

• ソフ トウェアト レーニングの検索と登録
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一部のサポート を除き、 サポートのご利用には、 HP Passportユーザーとしてご登録の上、 サインインしていただ く必要があり

ます。 また、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。 HP Passport IDを登録するには、 次のWebサイ トにアク

セスして ください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

アクセスレベルの詳細については、 次のWebサイ トをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

サポートマト リクス

サポートおよび互換性情報については、 関連する製品リ リースのサポートマト リクスを参照して ください。 サポートマト リク

スと製品マニュアルは、 次のHPソフ トウェアサポートオンラインのWebサイ トで参照できます。

http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp

また、 本リ リースの 『HP Server Automation Support and Compatibility Matrix』 は、 次のHPソフ トウェアサポートオンラインの

製品マニュアルWebサイ トからダウンロードできます。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

ドキュ メン トの更新情報

このリ リースのServer Automation製品の最新のドキュメン トは、 すべて次のSA Documentation Libraryから入手できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/SA_10_docLibrary.html

SA Documentation Library では、 このリ リースに関連するガイド ライン、 リ リースノード、 サポートマ ト リクス、 およびホワイ

ト ペーパーにア ク セスできます。 また、 フル ド キュ メ ン ト セ ッ ト を一括し てダウンロー ド する こ と も できます。 SA

Documentation Libraryは、 リ リースごとに更新されます。 また、 リ リースノートが更新されたときや、新しいホワイ トペーパー

が発行されたときにも更新されます。

情報リソースを見つける方法

Server Automationの情報リソースは、 次のいずれの方法でもアクセスできます。

方法1: 新しいSA Documentation Libraryから、 最新のドキュメン トにタイ トルとバージ ョ ンを指定してアクセスします。

方法2: [All Manuals Download] からローカルディレク ト リにフルドキュメン ト メン トセッ ト を保存します。

方法3: サポート されるリ リースのHP製品ドキュ メン ト をHPソフ トウェアドキュ メン トポータルで検索します。

各ドキュ メン トにアクセスするには、 次の手順を実行します。

1 SA 10.x Documentation Libraryにアクセスします。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/SA_10_docLibrary.html  

2 HP Passportの資格情報を使ってログインします。

3 ドキュ メン トのタイ トルとバージ ョ ンを指定して、 [go] をクリ ックします。

ローカルディ レク ト リ内の完全なドキュメン トセッ ト を使用するには、 次の手順を実行します。

1 フルドキュメン トセッ ト をローカルディ レク ト リにダウンロードするには、 次の手順を実行します。

a SA Documentation Libraryにアクセスします。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/SA_10_docLibrary.html  
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b HP Passportの資格情報を使ってログインします。

c SA 10.1バージョ ンの [All Manuals Download] タイ トルを探します。

d [go] リンクをクリ ックして、 ローカルディ レク ト リにZIPファイルをダウンロード します。

e ファイルを解凍します。

2 ローカルディレク ト リ内のドキュメン ト を探すには、ドキュ メン ト カタログ (docCatalog.html) を使用します。ローカルディ

レク ト リにダウンロード したドキュ メン トの索引ポータルが表示されます。

3 ドキュ メン トセッ ト内のすべてのドキュメン ト を対象としてキーワードを検索するには、 次の手順を実行します。

a ローカルディレク ト リ内の任意のPDFドキュ メン ト を開きます。

b [編集] > [高度な検索] を選択します (またはShift＋Ctrl＋Fキー )。

c [以下の場所にあるすべてのPDF文書] オプシ ョ ンを選択し、 ローカルディ レク ト リを指定します。

d キーワードを入力し、 [検索] をクリ ックします。

HPソフ トウェアドキュ メン トポータルで追加ドキュ メン ト を探すには、 次の手順を実行します。

HPソフ トウェアドキュ メン トポータルにアクセスします。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

このサイ ト を利用するには、 HP Passportへの登録とサインインが必要です。 HP Passport IDの登録は、 HP Passportのサインイン

ページの [New users - please register] リンクをクリ ックして ください。

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、 更新版または最新版をご入手いただけます。 詳細は、 HPの営

業担当にお問い合わせください。 改訂状況については、 「ドキュ メン トの更新情報」 を参照して ください。

製品エディシ ョ ン

Server Automationには、 次の2つの製品エディシ ョ ンがあります。

• Server Automation (SA) は、 Server AutomationのUltimate Editionです。 Server Automationについては、 『SAリ リースノート』 お

よび 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

• Server Automation Virtual Appliance (SAVA) は、 Server AutomationのPremium Edition です。 SAVAの機能については、 『SAVA

Release Notes』 および 『SAVAクイックガイド』 を参照して ください。 
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第1章 Server Automationの概要
Server Automationの概要

本項では、 Server Automation (SA) の基本機能とアーキテクチャーについて説明します。 SAの詳細については、

第3章 「SAアーキテクチャーの詳細」 を参照して ください。

SAは、 データセンター自動化ソフ トウェアであり、 次に示すように、 さまざまなデータセンター機能の一元

管理と合理化、 データセンターで実施されるサーバー管理の中で重要な分野の自動化を行います。

• サーバー検出

SAはネッ トワークをスキャンして管理対象になっていないサーバーを検出し、 エージェン ト レスサー

バーリストに表示します。 そこで、 リス トに表示されたこれらのサーバーのそれぞれにSAエージェン ト

をインストールして、 SAの管理下に置きます。 SAの管理対象のサーバーでは、 次に示す管理タスクを実

行できます。

— オペレーティングシステムのプロビジ ョニング

SAのOSプロビジ ョニングでは、ベアメ タルサーバーと仮想サーバーのプロビジ ョニングを事前構成

されたオペレーティングシステムを使用して行います。 新し く プロビジ ョニングされたサーバーは

SA管理対象サーバープールに追加され、 SAによる一元管理が可能になります。

— オペレーティングシステムのパッチ適用

SAでは、 Windows、 Linux、 Solarisベースの管理対象サーバーにオペレーティングシステムパッチを

適用します。 パッチは集中管理され、 柔軟かつ自動的に適用されます。 適用が必要なパッチを、 オ

ペレーテ ィングシステムベンダーが認定したパッチリスト と照合することができます。 また、 適用

プロセスのカスタマイズによって、サーバー環境と互換性のないパッチを除外することも可能です。

— ソフ トウェアのプロビジ ョニング

サーバーを管理対象サーバープールに追加したら、 ソフ トウェアポリシーと呼ばれるテンプレート

を使用してソフ トウェアアプリケーシ ョ ンのインストールと構成を実行します。 ソフ トウェアポリ

シーでは、 インストールするソフ トウェア、 適用する構成、 インス トール時に実行するスクリプ ト

が定義されています。 ソフ トウェアポリシーを使用することにより、 サーバーのベースライン構成

を作成し、 これを SAのソフ トウェアコンプライアンス機能で適用することが可能です。 たとえば、

Apacheサーバーのベースラインバージ ョ ンを作成し、 これをSA管理対象サーバーのすべてまたは一

部にインストールできます。

— 監査とコンプライアンス

SAの監査と修復では、 サーバー構成ポリシーを定義して、 このポリシーの基準に SA管理対象サー

バーが準拠していることを確認します。 非コンプライアンス状態 (想定通りに構成されていない状

態 ) のサーバーが検出された場合、 修復 (強制的に準拠した状態にする処理 ) が可能です。 コンプラ

イアンスポリシーは、 すべてのサーバーの構成基準と して指定したべースサーバーのスナップ

シ ョ ッ ト を元に作成できます。

SAの監査証跡データは、 データセンター環境において、 Sarbanes-Oxley 法、 Gramm-Leach-Bliley法

(GLB法)、Health Information Portability and Accountability Act (HIPAA) などでますます急務となる厳格な

アカウンタビリテ ィ を確保する上で役立ちます。
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— アプリケーシ ョ ン構成

アプリケーシ ョ ン構成テンプレート を設計し、 これをすべてのSA管理対象サーバーにプッシュしま

す。 たとえば、 Apache Webサーバーがあり、 すべてのサーバーの構成ファイルを標準化したい場合

には、 アプリケーシ ョ ン構成を使用すると便利です。詳細については、 『SAユーザーガイド : アプリ

ケーシ ョ ン構成』 を参照して ください。

— アプリケーシ ョ ンデプロイメン ト

SAのアプリケーシ ョ ンデプロイ メン トでは、 カスタマイズされた複雑な多層アプリケーシ ョ ンを、

開発チームから品質保証チームに簡単かつ迅速に移動できます。 アプリケーシ ョ ンは、 テスト、 運

用準備、 ステージング、 最終的には運用開始へと移動します。 詳細については、 『SA User Guide:
Application Deployment Manager』 を参照して く ださい。

— ソフ トウェアコンプライアンス

SAのソフ トウェアポリシーのコンプライアンススキャンでは、 管理対象サーバーのソフ トウェア構

成が、 サーバーにアタ ッチされているソフ トウェアポリシーで指定された仕様に準拠しているかど

うかをチェ ックします。

— レポート

SAでは、 カスタマイズ可能なレポートが幅広く用意されていて、 管理対象サーバーの状態に関する

データをさまざまなタイプのユーザー向けに提供できます。

変更内容のモデル化と検証を行ってから実際に管理対象サーバーを変更するので、 変更時の安全性と一貫性

を向上できます。 また、 管理対象サーバーで予定している変更を事前にテストできるので、 ダウンタイムの

短縮にもつながります。

SAの構成

SAの簡易インストールには、 SAコア、 コンポーネン ト、 シングルサーバーでホストするOracleデータベース

が含まれます。 さらに高度なインストールでは、 セカンダリコア ( プライマリ SA コアを補完してサーバー管

理機能を強化) の追加、 SAサテライ ト  (SAコアに類似していますが規模は小さ く機能も限られています。 要件

やリソースが小規模なデータセンターや支店で使用)、マルチマスターメ ッシュ  (2つのSAコアが通信し、サー

バーを共同管理) を追加できます。詳細については、第3章「SAアーキテクチャーの詳細」を参照して ください。

SA は、 カスタマーインス トールを 8 種類の構成でサポート します。 この構成については、 『SA Installation
Guide』 を参照して く ださい。 これ以外の構成では、 カスタマーインス トールではサポート されていないの

で、 HPプロフェ ッシ ョナルサービスが必要になります。

SAの簡易構成

SAは、 サーバー管理機能を備えたさまざまなコンポーネン ト をインストールします。 SAのインストールをカ

スタマイズする必要がない場合は、 SAの単一ホスト インストールを選択して ください。 また、 パフォーマン

ス上の理由でSAコアコンポーネン ト を複数のサーバーに分散するなど、 カスタマイズが必要な場合には、 HP

プロフェ ッシ ョナルサービスまたは認定のHPコンサルタン ト をご依頼ください。
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図1は、単一のデータセンター設備の場合の最もシンプルなSAインストールを示しています。 この構成では、

単一のネッ トワーク上にあるサーバーを管理する単一のホストに、 すべてのSAコンポーネン ト をインストー

ルします。 

図1  シンプルなSAインストール

Oracleデータベース

すべてのSAインストールにはSA用に構成したOracleデータベースが必要です。 このデータベースはモデルリ

ポジト リ というSAコンポーネン ト  (モデルリポジト リ  (28ページ) を参照) が使用し、 ネッ トワーク、 ス ト レー

ジデバイス、 管理対象サーバー、 管理対象サーバーにインストールされているオペレーティングシステムと

アプリケーシ ョ ンに関する情報を保存します。 このデータベースは、 SAのインストール時に提供されます。

または、 SA用に構成した既存のOracleインストールも使用可能です (詳細については、 『SA Installation Guide』
の 「Appendix A: Oracle Setup for the Model Repository」 を参照して ください)。 

SA機能へのアクセス

SA機能には、 次の2つの方法でアクセスできます。

SAクライアン ト

SAクライアン トはWindowsアプリケーシ ョ ンであり、 SAの後にインストールします。 SAへのインタフェース

として機能します。

SAクライアン ト をインストールするには、 SA Launcherのダウンロードが必要です。 コアへのログインページ

を開き、 [Download Hewlett-Packard Launcher] リンク  ( 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照) をク

リ ックして ください。 
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図2は、 SAクライアン トのメイン画面です。 SAクライアン トの詳細については、 『SAユーザーガイド : Server
Automation』 を参照して ください。 

図2 SAクライアン トのメイン画面

SA Webクライアン ト

SA Webクライアン トは、推奨されていません。 い くつかのSA機能は今でもSA Webクライアン トによって提供

されていますが、 可能であればSAクライアン ト を使用して ください。

SA Web クライアン トは、 WebベースのSA とのユーザーインタフェースであり、 サーバー管理に使用します。

ブラウザーでSA Webクライアン ト を起動する手順は、『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して く

ださい。 SA Webクライアン トが起動したら、 [タスク] ペインでSAクライアン ト  Launcherの実行可能ファイル

をダウンロード し、 インストールします。

SA Webクライアン トには次の項目があります。 

• Tasks

— SAクライアン トの実行可能ファイルのダウンロード

— 分散スクリプ トの実行

— カスタム拡張の実行

• My Jobs: これまでに実行したジ ョブ、 現在実行中のジョブ、 実行予定のジョブの詳細情報

• My Customers: SAコアに関連付けられているカスタマーの情報。
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図3は、 SA Webクライアン トのホームページを示します。

図3 SA Webクライアン トのホームページ

サンプルのユースケースとチュート リアル

第2章 「SA機能の概要」 では、 SA機能の使用方法の概要について説明します。 また、 『SA Getting Started』 ガ

イ ドでは対話型のチュート リアルが提供されており、 オペレーティングシステムのサーバーへのインストー

ル、 ソフ トウェアポリシーの作成、 Windows/Solarisのパッチ適用などの手順を学習できます。 SAクライアン

トにも対話型のチュート リアルが提供されており、 オンラインヘルプからアクセスできます。
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第2章 SA機能の概要
SAは、 ミスが発生しやすい手動のアドホックなデータセンタープロセスを自動化します。 たとえばOSプロビ

ジ ョニングでは、 サーバーのタイプごとに標準を設定し、 サーバープロビジ ョニングを自動化します。 これ

によって、 時間が節約できるだけでな く、 一貫性のあるオペレーティングシステム環境を構築できます。 

パッチポリシーでは、 IT環境内の管理対象サーバーで稼働するサポート対象オペレーティ ングシステムにお

いて、 パッチのインストールと管理を実行できます。 

コンプライアンスでは、 管理対象サーバーにコンプライアンス違反がないかを把握できます。 非コンプライ

アンスサーバーが検出されたら、 作成したポリシーに基づいて修復し、 準拠した状態に戻します。

SAでは、 次の機能を提供しています。

• オペレーティングシステムのプロビジ ョニング

• アプリケーシ ョ ンデプロイメン ト

• スクリプ ト実行

• エージェン ト レスサーバーの検出とエージェン トのインストール

• デバイスエクスプローラー

• 仮想化の管理

• Service Automation Visualizer (SAV)

• Storage Visibility and Automation

• 監査と修復

• SAクライアン トでのコンプライアンス

• レポート

• ソフ トウェア管理

• Windowsパッチ管理

• HP-UXパッチ管理

• UNIXパッチ管理

• SolarisおよびSolaris 11のパッチ管理 

• Ubuntuパッチ管理

• アプリケーシ ョ ン構成管理

• Global Shell

SAは、 クロスプラッ ト フォームをサポート し、 新規と既存のデータセンター環境の自動化に対応します。
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オペレーティングシステムのプロビジ ョニング

SAのOSプロビジ ョニングでは、ベアメ タルサーバーと仮想サーバーに対して事前構成済みのオペレーティン

グシステムベースラインのインストール (またはプロビジ ョニング) を一貫した方法で迅速に実行し、 手動に

よる操作を最小限に抑えることができます。 ベアメ タルサーバーと仮想サーバーでのOS プロビジ ョニング

は、 サーバーを運用環境に移行するプロセス全体の中で重要な部分です。

OSプロビジ ョニングにより、 ファシリテ ィ内の各サーバーに、 標準として定められたデフォルトのオペレー

ティングシステム構成を適用することができます。 OSプロビジ ョニングの詳細については、 『SA ユーザーガ

イド : プロビジ ョニング』 を参照して ください。

SAのOSプロビジ ョニングには、 次のような利点があります。

• 他のSA機能との統合

SAのOSプロビジ ョニングは、 パッチ管理、 ソフ トウェア管理、 分散スクリプ ト実行といったSAの自動化

機能と統合されているので、 ITグループ間でシームレスな受け渡しが可能になります。 SAを使用するこ

とによって、 すべての ITグループが環境の現状を理解した上で連携できるので、 高品質のオペレーシ ョ

ンと信頼性の高い変更管理を実現する上で大きな効果を発揮します。

• イメージの再適用なしでサーバーベースラインを更新

他のOSプロビジ ョニングソリューシ ョ ンとは異なり、 SAでプロビジ ョニングを行ったシステムは、 プロ

ビジ ョニング後も簡単に変更でき、 新しい要件に適応させることができます。 これを可能にしているの

が、 テンプレートの使用と、 インストールベースでプロビジ ョニングを行うアプローチです。

• さまざまな環境に対応できる柔軟なアーキテクチャー

SAのOSプロビジ ョニングでは、 さまざまなタイプのサーバー、 ネッ トワーク、 セキュリテ ィアーキテク

チャー、オペレーシ ョ ンプロセスがサポート されます。 SAは、 CD (Linuxプロビジ ョニング) やネッ トワー

クブート環境 (DHCP と非DHCPの両方の環境 ) で問題な く動作し、 スケジュールされたワークフローまた

はオンデマンドのワークフロー、 幅広いハードウェアモデルをサポート します。 このように優れた柔軟

性を備えているので、 ユーザー組織のニーズに合わせたオペレーティングシステムのプロビジ ョニング

が可能になります。

OSプロビジョニングは、 SAクライアント とSA Webクライアントのいずれからも実行できます。 SAは、包括的な

サーバーベースラインのプロビジョニングプロセス全体を自動化します。 これは次のタスクで構成されます。

• OS インストールプロファイルを使用して、 OS をインストールできるようにハードウェアを準備します

(OSシーケンスのみで必要)。

• オペレーティングシステムインストールの前後に実行するタスクを定義する OS ビルド計画を作成しま

す。 OSビルド計画は、 OSシーケンスの代わりに使用すると便利です。

• インストール中にサーバーで実行するタスクを定義する OS シーケンスを作成します。 OS シーケンスで

は、 アプリケーシ ョ ン、 パッチ、 修復の各ポリシーを定義できます。 ただし、 OSシーケンスよりも柔軟

性の高いOSビルド計画の使用をお勧めします。

• OSビルド計画またはOSシーケンスを使用して、基本オペレーティングシステムとデフォルトのOS構成を

インストールします。

• 最新のOSパッチセッ ト を適用します。 実際の内容は、 サーバーで実行するアプリケーシ ョ ンによって異

なります。

• root パスワードなどのシステム構成を行うインストール前スクリプ トまたはインストール後スクリプ ト

を実行します。

• システムエージェン ト とユーテ ィ リテ ィ  (SSH、 PC Anywhere、バックアップエージェン ト、監視エージェ

ン ト、 ウイルス対策ソフ トウェアなど) をインストールします。

• Java仮想マシンなど、 広い範囲で共有するシステムソフ トウェアをインストールします。
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SA OSプロビジ ョニングのサポート対象:

• Windows、 Solaris、 Linux

• ネッ トワークベースまたはCD/DVDベースのインストール

• データセンターのスタ ッフとシステム管理者の作業分担

• モデルベースのアプローチにより、 多数のシステムにインストール可能な標準ビルドをSAで作成

OSプロビジョニングは、 オペレーティングシステムベンダー独自のインストールテクノロジーを統合します。

• Windowsセッ トアップ作業の応答ファイル: unattend.txt、 unattend.xml、 sysprep.inf

• Red Hat Kickstart

• SuSE YaST (Yet another Setup Tool)

• Solaris Jumpstart

• WINPE/WIN-BCOM/UNDI

オペレーティングシステムのプロビジ ョニングは、 次のサーバーで実行できます。

• SAのエージェン ト レスサーバープールに含まれ、 オペレーティングシステムがインストールされていな

いサーバー (ベアメ タルサーバー )

• 仮想サーバー

• SAの非管理対象サーバープールに含まれ、 オペレーティングシステムがインストール済みのサーバー

• SAの管理対象サーバープールに含まれ、 オペレーティングシステムがインストール済みのサーバー (再

プロビジ ョニング)

アプリケーシ ョ ンデプロイメン ト

アプリケーシ ョ ンデプロイメン トでは、 データセンター内のターゲッ トサーバーで、 カスタムソフ トウェア

アプリケーシ ョ ンの作成、テスト、デプロイメン ト を行います。たとえば、テス ト を行う目的で、アプリケー

シ ョ ンを開発チームから品質保証チームに移動します。 テス トが完了したアプリケーシ ョ ンは、 運用準備、

ステージング、 さらに運用開始など各フェーズへと移動します。 アプリケーシ ョ ンデプロイメン トツールで

は、 単一のアクセスポイン トから、 すべてのユーザーがそれぞれの役割に応じて関連データを表示または入

力できるので、 アプリケーシ ョ ンのデプロイメン トに伴う複雑なコ ミ ュニケーシ ョ ンを簡略化できます。 

アプリケーシ ョ ンデプロイメン トには次のような機能があります。

• コード、 スクリプト、 構成ファイル、 層 (アプリケーションサーバー、 Webサーバー、 データベースなど )

といったアプリケーシ ョ ンコンポーネン ト をモデル化します。

• アプリケーシ ョ ンの複数のリ リースとバージ ョ ンを管理します。

• ターゲッ トサーバーでアプリケーシ ョ ンのデプロイ、 ロールバック、 アンデプロイを行います。

• アプリケーシ ョ ンで必要になる層を実行するターゲッ トサーバーをモデル化します。 このターゲッ ト

サーバーは、 Server Automationで管理します。

• ソフ トウェアアプリケーシ ョ ン開発者、品質保証およびテスト担当者、システム管理者、その他オペレー

シ ョ ンの担当者が、 相互に明確で簡潔な方法でコ ミ ュニケーシ ョ ンを図る手段を提供します。

• アプリケーシ ョ ン開発、 QA、 運用準備、 ステージング、 運用開始という ライフサイクルをモデル化し、

実装します。 ユーザーのエンタープライズライフサイクルに合わせたカスタマイズが可能です。

詳細については、 『SA User Guide: Application Deployment Manager』 を参照して ください。
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スクリプ ト実行

SAのスクリプ ト実行では、 SAで管理するサーバーファーム全体で、 アドホックスクリプ トや保存済みスクリ

プ ト を共有および実行できます。 

手動ではな く SAを使用してスクリプ ト を実行する方法には、 次のような利点があります。

• 多数のUNIXまたはWindowsサーバーでスクリプ ト を並列実行することにより、 時間を節約できるだけで

な く、 一貫性を維持できます。

• 役割ベースのアクセス制御を適用することで、 承認した管理者のみに、 アクセス権を持つホストでのス

クリプ ト実行を許可します。

• プライベート ライブラリ とパブリ ックライブラリにスクリプ ト を保存し、 スクリプ トのアクセス制御を

行います。

• スクリプ ト出力の表示とダウンロードを行います。 サーバーごとのレポート、 またはすべてのサーバー

の出力を1箇所に集約したレポートを作成します。

• スクリプ トの一括カスタマイズが可能です。 管理者は、 SAに保存されているサーバーの環境と状態に関

する情報にアクセスできます。 これは、 適切なサーバーで適切なスクリプ ト を実行する上で非常に重要

な機能です。

• 包括的な監査証跡を作成し、 各スクリプ トの実行者と実行日時を記録します。

スクリプ ト実行はSAの統合された機能であり、 スタンドアロンのスクリプ ト実行ツールに比べて、 次のよう

な利点があります。

• システムの状態や構成情報をベースに、 スクリプ ト実行をカスタマイズできます。 SAには、 サーバーを

所有するカスタマーやビジネス、 サーバーがステージングサーバーか運用サーバーかの区別、 サーバー

が設置されているファシリテ ィ、 カスタマイズした名前と値のペアなどさまざまな情報が保存されてい

るので、 これを参照またはアクセスすることでスクリプ ト をカスタマイズします。

• セキュリテ ィ を損なわない方法でスクリプ ト を共有できます。 SAでは、 スクリプ ト実行を許可するユー

ザーと対象サーバーのアクセス制御が厳格に実施され、 スクリプ ト実行の監査証跡が作成されるので、

セキュリテ ィ を損なわずにスクリプ ト を共有できます。

エージェン ト レスサーバーの検出とエージェン トのインストール 

エージェン ト レスサーバーの検出とエージェン トのインス トールでは、 フ ァシリテ ィ内にある多数のサー

バーにサーバーエージェン ト をデプロイし、 SAで管理することができます。 

次のタスクを実行できます。

— ネッ トワークでエージェン ト レスサーバーをスキャンします。

— SAエージェン ト をインストールするサーバーを選択します。

— 通信ツールを選択し、 ユーザーとパスワードを提供します。

— エージェン トのインストールオプシ ョ ンを選択し、 エージェン ト をデプロイします。

デバイスエクスプローラー

デバイスエクスプローラーでは、 管理対象環境で稼働するサーバーの情報が表示されます。 

サーバーエクスプローラーでは、 次のタスクを実行できます。

— サーバースナップシ ョ ッ トの作成、 サーバー監査の実行、 アプリケーシ ョ ン構成の監査、 パッケー

ジの作成、 リモート ターミナルセッシ ョ ンをリモートサーバーで開く、 などを実行します。
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— サーバーのファイルシステム、 レジスト リ、 ハードウェアインベン ト リ、 ソフ トウェアとパッチの

リスト、 サービスを参照します。

— SAの情報 (プロパティ、 構成可能なアプリケーシ ョ ン、 サーバー履歴など) を参照します。

グループブラウザーでは、 次のタスクを実行できます。

— システム情報の監査、 サーバースナップシ ョ ッ トの取得、 アプリケーシ ョ ンの構成を行います。

— グループメンバー (サーバーグループとその他グループ) の表示とアクセスを行います。

— グループのサマリー情報と履歴情報を表示します。

仮想化の管理 

HPでサポートする仮想化ベンダーとクラウド コンピューテ ィングの統合ソリューシ ョ ンは、仮想化サービス

と呼ばれます。 

仮想化ベンダーは、 仮想化環境内の複数のハイパーバイザーと VM を管理します。 HP では、 VMware vCenter

サーバーやMicrosoft System Center Virtual Machine Manager (SCVMM) との統合をサポート しています。 

OpenStackなどのクラウド コンピューテ ィングソリューシ ョ ンでは、サービスとしてのインフラスト ラクチャ

(IaaS) が提供されています。 HPでは、 OpenStackとの統合を制限付きでサポート しています。 

HP Server Automationで仮想化を管理すると、 次のような利点があります。

• データセンター、 すべての物理マシンと仮想マシン  (VM) を可視化します。 

• 法規制や社内ポリシーすべてにおいてコンプライアンスを確保します。

• 仮想環境全体を管理することにより、 VMの無秩序な増加を防止し、 短時間で問題を解決します。

Service Automation Visualizer (SAV)

Service Automation Visualizer (SAV) は、IT環境内に分散したビジネスアプリケーシ ョ ンについて、オペレーシ ョ

ンアーキテクチャーと動作に関する情報提供と管理を効率的に行います。分散ビジネスアプリケーシ ョ ンは、

多くのサーバーで実行されるサービス、 ネッ トワーク、 ス ト レージデバイスを含む複雑な構成なので、 相互

の関連性、 パフォーマンス低下の原因、 ト ラブルシューティングと問題解決の方法、 環境の変更がもたらす

結果を把握することはますます難し く なっています。

SAVでは、 このような情報を物理的な側面と論理的な側面からグラフ ィ ック表示します。 

Storage Visibility and Automation

Storage Visibility and Automationは、 スト レージサプライチェーン全体の表示と管理をエンドツーエンドに実

行することによってスト レージ管理を行います。 Storage Visibility and Automationは、 アプリケーシ ョ ンス ト

レージ、 依存関係と可視化、 スト レージの監査、 スト レージの容量と利用率のトレンド分析、 スクリプ ト作

成と自動化などのコスト削減ツールを提供することによって、 サーバー管理者が日々行う作業をサポート し

ます。 詳細については、 『Storage Visibility and Automationユーザーガイド』 を参照して ください。
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監査と修復

監査と修復では、 IT環境内でチェ ック対象のオブジェク ト、 チェ ックを行う場所とタイ ミングを指定できます。

• 監査ポリシーでは、 チェ ック対象 (ファイル、 ディ レク ト リ、 構成値など) を定義します。

• 監査では、 チェ ック対象となる場所 (サーバー、 サーバーグループなど) を定義します。

• 監査スケジュールでは、 チェ ックを行う タイ ミング (特定の日時、 反復実行など) を定義します。

これらの機能を使用することによって、 管理対象サーバー環境でコンプライアンスを確保し、 サーバーのコ

ンプライアンス状態を維持する方法を理解できます。 SAでは、 ファシリテ ィ内のサーバーを標準ポリシーに

準拠した状態にする方法と して、 サーバー構成ポリシーを使用します。 非コンプライアンス状態 (想定通り

に構成されていない状態 ) と して検出されたサーバーは、 修復によって、 組織で規定されている標準に準拠

した状態にすることが可能です。

SAクライアン トでは、 動作中のサーバーまたはサーバースナップシ ョ ッ ト、 ユーザー指定の値、 事前定義さ

れた監査ポリシーをベースに、 サーバー構成値の監査を実行します。 また、 サーバー構成スナップシ ョ ッ ト

を使ってシステムの現在の状態を取得し、 他のサーバーと比較することも可能です。

監査ポリシーでは、 会社全体または業界共通のコンプライアンスおよびセキュリテ ィ標準を定義し、 監査や

スナップシ ョ ッ ト仕様などの監査ポリシーで使用できます。 監査やスナップシ ョ ッ ト仕様で定義した監査ポ

リシーを参照すれば、 組織内の最新のコンプライアンス定義に適応できているかどうかを確認できます。

監査と修復では、 次のタスクを実行できます。 

• サーバーまたはスナップシ ョ ッ ト と評価基準となるサーバーまたはスナップシ ョ ッ ト との比較

• 反復使用できる監査の作成

• 組織に適用するコンプライアンス標準およびセキュリテ ィ標準を定義する監査ポリシーを作成

• 個々のサーバーまたは動的なサーバーグループに監査を関連付ける

• 複数のレベル (ファイル、 ディ レク ト リ、 パッチ、 レジスト リキー、 パッケージなど) で問題を修復

SAクライアン トでのコンプライアンス

SAクライアン トのコンプライアンスビューでは、 ファシリテ ィ内にあるすべてのサーバーとサーバーグルー

プの全体的なコンプライアンスレベルを確認できます。 一般的にはコンプライアンスダッシュボード と呼ば

れるこのビューから、 非コンプライアンス状態のサーバーを修復することができます。 コンプライアンスを

表示する対象として、 個々のサーバー、 複数のサーバー、 サーバーグループ、 すべてのSA管理対象サーバー

を選択できます。 

コンプライアンスダッシュボードには、サーバーまたはサーバーグループの監査、監査ポリシー、ソフ トウェ

アポリシー、 パッチポリシー、 アプリケーシ ョ ン構成に対するすべてのコンプライアンスステータスの結果

が表示されます。 サーバーのコンプライアンスステータスは、 コンプライアンスポリシーを基準に判定され

ます。 コンプライアンスポリシーではサーバー構成の設定や値が一意に定義されており、 これに基づいて IT

環境が想定通りに構成されているかどうかが確認されます。 

コンプライアンスポリシーの作成と定義は、 一般的にポリシー設定の担当者が行います。 環境によっては、

システム管理者がアドホックポリシーを作成する場合もあります。 ポリシー設定担当者は、 作成したコンプ

ライアンスポリシーをサーバーにアタ ッチします。 これによって、 サーバーが組織の標準とポリシーに準拠

しているかどうかを確認できます。 

たとえば、 ポリシー設定の担当者は、 ソフ トウェアポリシーを作成し、 サーバー上にインストールしな く て

はならないパッチとパッケージの標準セッ ト を定義します。また、サーバーでの特定のアプリケーシ ョ ンファ

イルの構成方法も定義できます。 サーバーまたはサーバーグループの構成が、 ポリシー設定担当者がコンプ

ライアンスポリシーで定義したルールと一致した場合、 コンプライアンス状態であるとみなされます。
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コンプライアンスダッシュボードでは、サーバーにインストールされているソフ トウェア、パッケージ、パッ

チ、 構成ファイルの実際の設定が、 ソフ トウェアポリシーで定義した構成と一致しているかどうかを確認で

きます。 コンプライアンスビューでは、 サーバーグループのコンプライアンスステータスを、 グループのす

べてのメンバーとサブグループのメンバーごとに表示できます。 また、 非コンプライアンス状態のサーバー

とサーバーグループを検出し、 問題を修復できます。

レポート

SAのレポートでは、 環境内の管理対象サーバー、 ネッ トワークデバイス、 ソフ トウェア、 パッチ、 カスタ

マー、 ファシリテ ィ、 オペレーテ ィングシステム、 コンプライアンスポリシー、 ユーザーとセキュリテ ィに

関する包括的な情報がリアルタイムで提供されます。 レポートはグラフと表の形式で提示され、 ポリシーや

監査などのレポート内のオブジェク トに対して適切なアクシ ョ ンを実行できるようになっています。 また、

組織で使用しやすいファイル形式 (.htmlと.xls) でローカルファイルシステムにエクスポート もできます。

ソフ トウェア管理

ソフ トウェアポリシーを使用してソフ トウェアをモデル化し、 サーバーでのソフ トウェアのデプロイとアプ

リケーシ ョ ンの構成を 1 つのステップで自動化する強力な機能があります。 さらに、 ソフ トウェアリソース

をフォルダー構造にまとめ、 セキュリテ ィに関するアクセス権を定義することもできます。 また、 サーバー

のコンプライアンスステータスを検証し、 非コンプライアンスサーバーを修復する機能もあります。

ソフ トウェア管理では、 次の機能を提供しています。

• ソフ トウェアの組織構造を作成

• フォルダーでのセキュリテ ィ境界を定義

• 組織内にあるIT環境の管理に適用するモデルベースのアプローチを定義

• ユーザーグループ間でソフ トウェアリソースを共有

• アプリケーシ ョ ンのデプロイと構成を同時実行

• 1つのサーバーに複数のアプリケーシ ョ ンインスタンスをデプロイ

• ソフ トウェアデプロイメン トプロセスを確立

• ソフ トウェアポリシーに基づいてサーバーのコンプライアンスステータスを検証

• レポート を作成

• ソフ トウェアリソースとサーバーを包括的に検索

詳細については、 『SA ユーザーガイド : ソフ トウェア管理』 のソフ トウェア管理のクイックスタート を参照

して ください。

Windowsパッチ管理

Windowsパッチ管理では、 Microsoft® Windowsパッチの確認、 インストール、 削除によって、 組織内にある管

理対象サーバーのセキュリテ ィ を確保します。 Windows オペレーティ ングシステムについて、 セキュリテ ィ

の脆弱性に対するパッチを確認し、 インストールできます。

詳細については、 『SA Support and Compatibility Matrix』 を参照して ください。

Windows ではセキュリテ ィの脅威に対するパッチが頻繁にリ リースされるので、 システムをリスクにさらさ

ないようにするには迅速にパッチを適用する必要があります。ただし、パッチを誤って適用すると、パフォー

マンスの低下や重大なエラーなど深刻な問題が発生する原因になるので注意が必要です。 
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パッチ管理では、 新し く検出された脅威に迅速対応できるだけでな く、 パッチインストールの厳格なテスト

と標準化をサポート します。 さらに、 パッチが原因で問題が発生した場合には、 テスト と承認の後であって

も、 Windowsパッチ管理で安全かつ標準化された方法でパッチをアンインストールできます。

詳細については、 『SA ユーザーガイド : サーバーのパッチ適用』 のパッチ管理のクイックスタート を参照し

て ください。

HP-UXパッチ管理

SAでは、 次の機能によってHP-UXパッチ管理を自動化します。

• モデルベースのアプローチで HP-UX サーバーを管理する HP-UX ソフ トウェアポリシーを定義します。

Server Automationでは、 HP-UXソフ トウェアポリシーを使用して、 IT環境のモデルを作成できます。 これ

らのソフ トウェアポリシーでは、 管理対象サーバーにインストール可能なパッチとスクリプ ト を指定し

ます。

• HP-UXパッチとパッチバンドルを管理対象サーバーにインストールします。

• パッチインストールプロセスを確立します。

• パッチ管理の各ステージ (分析、 ダウロード、 インストール) のスケジュールを設定します。 また、 各ス

テージごとに電子メール通知を設定し、 ジ ョ ブにチケッ ト IDを関連付けることもできます。

• ソフ トウェアポリシーに基づいて、 サーバーのコンプライアンスステータスを検証します。

• コンプライアンスビューで、 サーバーがソフ トウェアポリシーに基づいて構成されているかを確認し、

非コンプライアンスサーバーがあれば修復します。

• ソフ トウェアリソースとサーバーを検索します。

• SAライブラリでは、 強力かつ柔軟な検索条件 (可用性、 アーキテクチャー、 オペレーティングシステム、

再起動オプシ ョ ン、 バージ ョ ンなど) を使用して、 HP-UXパッケージ、 パッチ、 ソフ トウェアポリシーを

検索します。 HP-UX ソフ トウェアポリシーは、 名前、 フォルダー名、 可用性、 オペレーティ ングシステ

ムで検索することも可能です。

• パッチインストールのプレビューでは、 パッチの依存関係とパッチの適用性分析が表示されます。

詳細については、 『SA ユーザーガイド : サーバーのパッチ適用』 のパッチ管理のクイックスタート を参照し

て ください。

SolarisおよびSolaris 11のパッチ管理

Server Automationパッチ管理では、 Solarisパッチの確認、 インス トール、 削除によって、 組織内にある管理

対象サーバーのセキュリテ ィ を確保します。 

Server AutomationのSolarisパッチ管理は、パッチポリシーを適用することによって、 Solarisパッチとパッチク

ラスターのインス トールとアンインス トールを自動化します。 さらに、 ポリシー内のパッチ間の依存関係、

優先度、 適用可能性を分析し、 サーバーへのインストール順序を示す最新のパッチリスト を表示します。 こ

の機能により、 サーバーのコンプライアンスステータスが検証できます。 非コンプライアンスサーバーが検

出された場合は修復し、SolarisパッチをSAに自動ダウンロード してパッチポリシーに組み込むことができます。

SAでは、 次の機能によってSolarisでのパッチ適用を自動化します。

• 管理対象サーバーで必要なパッチを特定します。

• Solarisパッチポリシーを作成します。

• Solaris パッチ、 パッチクラスター、 パッチバンドルをダウンロード し、 さらにそれらと関連ベンダー情

報をSAライブラリに保存します。
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• Solarisパッチが依存するパッチをすべて解決します。

• Solarisパッチとパッチクラスターを管理対象サーバーにインストールします。

• Solarisパッチをシングルユーザーモードでインストールします。

• Oracle Solarisゾーンごとにパッチをインストールします。

• パッチインストールプロセスを確立します。

• パッチポリシーに基づいて、 サーバーのコンプライアンスステータスを検証します。

• ソフ トウェアリソースとサーバーを検索します。

詳細については、 『SA ユーザーガイド : サーバーのパッチ適用』 のパッチ管理のクイックスタート を参照し

て ください。

Ubuntuパッチ管理

HP Server Automation (SA) のUbuntuパッチ管理では、 Ubuntu Debianパッケージ更新の確認、 インストール、削

除によって、 組織内にある管理対象サーバーのセキュリテ ィ を確保します。 SA でサポート される管理対象

サーバープラ ッ ト フォームのセキュリテ ィ脆弱性に対して、 対応する Ubuntuパッケージを確認してインス

トールすることができます。 

SA ではパッチ管理の主要な機能が自動化されていますが、 Ubuntuパッケージのインス トール方法やインス

トール条件は、 細かく制御することができます。 パッチ適用プロセスを自動化することで、 パッチ適用に伴

うダウンタイムを短縮できます。 また、 SA では、 パッチアクテ ィ ビテ ィのスケジュールを設定することで、

ピーク以外の時間帯にパッチを適用することができます。 

ベストプラクテ ィス : SAのUbuntuパッチ適用を使用して、 バイナリパッケージをインポートする前にメ タ

データをインポートできます。 ダウンロード したメ タデータのみを使用して、 Ubuntu スキャナーを実行し、

サーバーの脆弱性を特定できます。 その後、 Ubuntuパッケージインポーターを実行して、 管理対象サーバー

に必要なパッケージのみをインポートできます。 この方法により、 ス ト レージ容量と、 スキャンおよび修復

プロセス時間を節約できます。

Ubuntuパッチ管理のドキュメン トには、 Ubuntu メ タデータおよびパッケージのインポート方法、 脆弱性のス

キャン、 パッチポリシーを使用したUbuntuパッケージ更新のインストールに関する情報が記載されています。

SAでは、 次のような機能や特徴を利用して、 Ubuntuパッチ適用を自動化しています。

• セン ト ラルリポジト リ : パッケージがそれぞれの標準形式で保存され、 整理されます

• データベース: これまでに適用したすべてのパッケージの情報を保存します

• 動的パッチポリシー : ベンダーの最新メ タデータに基づいてプラッ ト フォームの脆弱性を分析します。 

• 高度な検索機能: パッケージ更新が必要なサーバーを識別できます

• 監査機能: 重要なパッケージ更新のデプロイメン ト を ト ラ ッキングします

詳細については、 『SA ユーザーガイド : サーバーのパッチ適用』 のパッチ管理のクイックスタート を参照し

て ください。

UNIXパッチ管理

UNIX パッチ管理では、 パッチの確認、 インス トール、 削除によって、 組織内にある管理対象サーバーのセ

キュリテ ィ を確保します。SAクライアン トは、AIXオペレーティングシステム環境に存在するセキュリテ ィの

脆弱性に対するパッチを特定して、 インストールできます。

SAは、 新し く検出された脅威に迅速対応できるだけでな く、 パッチインス トールの厳格なテスト と標準化を

サポート します。 さらに、 パッチが原因で問題が発生した場合には、 テス ト と承認の後であっても、 安全か

つ標準化された方法でパッチをアンインストールできます。 
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SAは、 SAライブラリにパッチ情報を保存します。 これには、 管理対象サーバー、 サーバー上にインストール

されているパッチとソフ トウェア、 インストール可能なソフ トウェアとパッチに関する詳細な情報が含まれ

ます。 このデータを元に新し く検出された脅威の重大度を判定し、 パッチをインストールした場合のメ リ ッ

ト とダウンタイムコスト を比較して、 テスト要件を特定します。 

パッチの適用手順を自動化することで、 パッチ適用に伴うダウンタイムを短縮できます。 また、 パッチアク

テ ィビテ ィのスケジュールを設定することで、 ピーク以外の時間帯にパッチを適用することができます。 

UNIXパッチ管理では、次の機能が提供されているため、オペレーティ ングシステムごとのパッチの参照、パッ

チのダウンロード とインストールのスケジュール設定、 電子メール通知の設定、 パッチインストールのプレ

ビュー、 ソフ トウェアポリシーと修復によるパッチのインストールとアンインス トール、 再利用可能なファ

イル形式へのパッチ情報のエクスポートなどを実行できます。

• パッチの保存先であり、 各形式で編成されているSAライブラリ

• これまでに適用したパッチの情報が格納されたデータベース

• パッチインストールの前後に実行できるカスタマイズスクリプ ト

• パッチの適用が必要なサーバーを特定できる高度な検索機能

• セキュリテ ィ担当者が重要なパッチのデプロイメン ト を追跡できる監査機能

詳細については、 『SA ユーザーガイド : サーバーのパッチ適用』 のパッチ管理のクイックスタート を参照し

て ください。

アプリケーシ ョ ン構成管理

アプリケーシ ョ ン構成管理 (ACM) は、 テンプレート を作成することによって、 サーバーアプリケーシ ョ ンに

関連付けられているアプリケーシ ョ ン構成の変更と管理を行います。 このような構成の管理、 更新、 変更を

一元的に行う ことで、ファシリテ ィ内のアプリケーシ ョ ンの構成を正確で一貫性のある状態に維持できます。

ACMでは、 次のタスクを実行できます。

— ファイルとオブジェク ト  (Windowsレジスト リ、 IIS メ タベース、 WebSphere、 COM+など ) に基づいて

構成を管理します。

— 構成変更を適用する前に、 変更前にプレビューします。

— 構成変更を編集し、 個々のサーバーまたはサーバーグループにプッシュします。

— SAデータモデルの情報を使用して、 構成値を設定します。

— 構成テンプレート を作成することにより、 任意のアプリケーシ ョ ンの構成を管理します。

— サーバーのアプリケーシ ョ ン構成を監査し、 サーバー上にテンプレートで指定した値と一致しない

構成ファイルがないか確認します。 

詳細については、 『SA ユーザーガイド : アプリケーシ ョ ン構成』 のアプリケーシ ョ ン構成のクイックスター

ト を参照して ください。

Global Shell

SA Global Shell では、 コマンド ラインインタフェースからサーバーを管理します。次のタスクをリモート実行

できます。

• 管理対象サーバーで繰り返し行う管理タスクを実行します。

• 管理対象サーバーで発生した問題のト ラブルシューティング、 特定、 修復を行います。
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Global Shell では、 SA内のサーバー管理にファイルシステムとコマンド ラインインタフ ェースを使用します。

このファイルシステムはSA Global File System (OGFS) と呼ばれます。 OGFS内にあるすべてのタイプのオブジェ

ク ト  (サーバー、 カスタマー、 ファシリテ ィなど) はファイルシステムのディレク ト リ構造で表示されます。

また、管理対象サーバー上にあるファイルシステム、 Windowsレジスト リ、 Windowsサービスオブジェク トに

対するユーザーアクセス権を管理することもできます。
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第3章 SAアーキテクチャーの詳細
ここでは、 SAコアのレイアウトのカスタマイズ、 マルチマスターメ ッシュの作成、 データベースのリモート

インス トールなどを予定しているユーザーを対象に、 SA アーキテクチャーについてさらに詳し く説明しま

す。 SAコアとコアコンポーネン トの詳細と、 コア、 サーバーエージェン ト、 サテライ ト間の関係についても

説明します。

SAコア

SAコアは、 コアコンポーネン トのグループであり、 連携して動作します。 コアによって、 ネッ トワーク上で

サーバーを検出し、 これを管理対象サーバープールに追加した後、 プロビジ ョニング、構成、パッチの適用、

監視、 監査、 管理などの作業をSAクライアン ト インタフェースから一元的に実行できます。 SAクライアン ト

では、 1つのインタフェースからSAのすべての情報と管理機能を操作できます。

コアコンポーネン トのインストール先となるサーバーは、 コアサーバーと呼ばれます。 コアコンポーネン ト

は、 複数のホストに分散されている場合でも、 1つのSAコアの一部として認識されます。

コアコンポーネン トは、 1つのホストにインストールまたは複数のホストに分散できますが、 一般的な SA イ

ンストールではコアコンポーネン トバンドルが使用されます。 バンドルとは、 パフォーマンスと管理効率の

向上を目的に、 い くつかのコンポーネン ト をまとめて同じサーバーにインス トールする方法です。 コンポー

ネン トバンドルの詳細については、 SAコアコンポーネン トのバンドル (27ページ) を参照して ください。

SAでは、 い くつかのサーバー管理アクテ ィビテ ィ との通信と管理の目的で、 各管理対象サーバーにサーバー

エージェン トがインストールされます。 これにより、 管理対象サーバーとの通信を、 SAコアコンポーネン ト

の一部であるゲートウェイ経由で行うことができます。 またサーバーエージェントは、 SAクライアン トまたは

SA Webクライアン トからユーザーが入力した内容に基づいて、 管理対象サーバーでアクションを実行します。 

シンプルな単一ホストのインストール

図4は、 SAコアを1つのホストにインストールした例を簡略化したものです。 すべての管理対象サーバーが1

つのファシリテ ィ内にあり、 このコアが一般的にマルチマスターメ ッシュの第1 コアになります。 多くの場

合、 各ファシリテ ィで複数のコアをインストールします。 SAのトポロジ (34ページ) を参照して ください。

図では、 単一のコアサーバーがSAコアコンポーネン ト をすべてホスト しています。 SAは、 ネッ トワーク上に

あるすべてのサーバーと、 各種タスク  (監視、 監査、 プロビジ ョニング、 管理など) を実行するコンポーネン

トについて、 場所と構成に関する情報の検出と保存を行います。
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SAコアコンポーネン トには、 モデルリポジト リ、 インフラスト ラクチャーコンポーネン トバンドル、 スライ

スコンポーネン トバンドル、 OSプロビジ ョニングコンポーネン トバンドルがあります。 管理対象サーバーに

ついて見ると、 すべての管理対象サーバーとスト レージデバイスにはSAエージェン トがインストールされま

す。 このエージェン トはゲートウェイ経由でコアと通信し、 コア側でユーザーが指示したタスク  (OS プロビ

ジ ョニング、 監査とレポートの実行など) を実行します。

図4 SAコアとエージェン ト  

SA サーバーエージェン ト

SAサーバーエージェン トは、 SA で管理するすべてのサーバーにインス トールされる高機能ソフ トウェアで

す。 エージェン ト レスサーバーにエージェン ト をインストールすると、 エージェン トはサーバーをSAに登録

し、 これによってサーバーは管理対象サーバープールに追加されます。 またSAエージェン トは、 ユーザーが

入力したコマンドをコアから受信し、 エージェン トがインストールされているサーバーで適切なアクシ ョ ン

を実行します。 このアクシ ョ ンには、 ソフ トウェアのインストールと削除、 ソフ トウェアとハードウェアの

構成、 サーバーステータスのレポート作成、 監査などがあります。

SAエージェン トは、 次の方法でサーバーにインストールできます。

• SAエージェン トデプロイメン ト ツール (ADT) を使用して、 SAサーバーエージェン トがインストールされ

ていないサーバー (エージェン ト レスサーバー ) をネッ トワーク上で検出し、エージェン ト をインストー

ルします。 ADTの詳細については、 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

• SAのOSプロビジ ョニングを使用して、ベアボーンサーバーでオペレーティングシステムのプロビジ ョニ

ングを実行します。 これにより、 SAサーバーエージェン トはオペレーティングシステムと一緒にインス

トールされます。 詳細については、 『SA ユーザーガイド : プロビジ ョニング』 を参照して ください。

• SAサーバーエージェン トのバイナリをサーバーにコピーし、 手動でインストールします。 詳細について

は、 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。
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エージェン トの登録では、 SAは各サーバーに一意のID (マシンID (MID)) を割り当て、 このIDをモデルリポジト

リに保存します。 また、 サーバーはMAC アドレスでも一意に識別できます。 MAC アドレスは、 ネッ トワーク

インタフェースカードに割り当てられている一意の16進数であり、 ネッ トワーク上でのデバイスの物理アド

レスとして使用されます。

コアコンポーネン ト

コアコンポーネン トはSAコアの中核であり、 サーバーの監視と管理を可能にします。 ネッ トワークサーバー

に関する重要な情報の取得、 サーバーのプロビジ ョニング、 パッチの適用、 サーバーのオンラインまたはオ

フライン切り替え、 サーバーの構成と監査などの操作をユーザーが行う場合、 この操作はコアコンポーネン

トによって制御されます。

次の項では、 SAコアコンポーネン ト とインタフェースについて詳し く説明します。 SAコンポーネン トが相互

に連携してサーバーを管理するし くみについては、 

『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

SAコアコンポーネン トのバンドル

一部のSA コアコンポーネン トはまとめてバンドル化し、 標準インストールで1つの単位としてインストール

する必要があります。 また、 バンドルに含まれる一部のコンポーネン ト  (特に、 リポジト リス トア、 OS プロ

ビジ ョニングメディアサーバー、 OSプロビジ ョニングブートサーバー ) は、 カスタムインストールを実行し

て個別に別のホストにインストールすることが可能です。 ただし、 分散コアコンポーネン トなど複雑なイン

ストールにはHPプロフェ ッシ ョナルサービスやHP認定コンサルタン トのサポートが必要になるので、カスタ

マーインストールではサポート されません。

表1は、 SA コンポーネン トバンドルと構成コンポーネン トの例を示します。 スライスコンポーネン トバンド

ルには、 インスタンスを複数インストールし、 負荷分散を実行できます。

SAコアコンポーネン トのバンドルには、 次のような利点があります。 

• 複数サーバーのデプロイメン トがシンプルになり、 堅牢性も向上します。

• スライスコンポーネン トバンドルを追加インストールすることで、 水平方向の拡張が可能になります。

• 可用性が向上します。

• 複数のインスタンスをインストールすることで、 スライス間で負荷を分散できます。

SAコアコンポーネン トのアーキテクチャーとインタラクシ ョ ンの詳細については、 SAドキュ メン トセッ トに

含まれるSA アーキテクチャー図を参照して ください (HPセルフソルブからのダウンロードも可能です)。
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表1では、 SAコアコンポーネン トのバンドルをまとめます。  

ブートエージェン トは、 サーバーエージェン トではな く、 OSプロビジ ョニングの一部として機能します。

モデルリポジト リ

モデルリポジ ト リには、 SAが提供する Oracle データベース、 またはSA データベースの要件を満たす既存の

Oracleインストールが必要です。詳しい要件については、 『SA Installation Guide』 または 『Oracle Setup for the

Model Repository』 を参照して ください。 

モデルリポジト リはスタンドアロンのコンポーネン トであり、 他のコアコンポーネン ト とはバンドルされま

せん。 すべてのSAコンポーネン トは、 すべてのSA管理対象サーバーについて保持されているデータモデルを

使用し、 更新します。 モデルリポジト リには、 次の情報が保存されています。

• SAで管理するすべてのサーバーのインベン ト リ。

• サーバーに関連付けられているハードウェアのインベン ト リ  (メモリ、 CPU、 ス ト レージ容量など)。

• 管理対象サーバーの構成情報。

• 管理対象サーバーにインストールされているオペレーティングシステム、 システムソフ トウェア、 アプ

リケーシ ョ ンのインベン ト リ。

表1 コンポーネン トの区分

モデル

リポジト リ

インフラ

スト ラクチャー

コンポーネン ト

OSプロビジ ョ

ニング

コンポーネン ト

スライス

コンポーネン ト#1
スライス

コンポーネン ト#x

コア

あたり1つ
コアあたり1つ 通常はコア

あたり1つ
コアあたり1つ コアあたり複数

モデル

リポジト リ

管理ゲートウェイ

プライマリデータ

アクセスエンジン

モデルリポジト リ  

マルチマスターコ

ンポーネン ト

ソフ トウェアリポ

ジト リス トア (別ホ

ストに配置可能)

メディアサー

バー

ブートサーバー

コアゲートウェイ/

エージェン トゲート

ウェイ

コマンドセンター

Global File System
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アクセスエンジン

セカンダリデータア
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DCML Exchange Tool 
(DET)
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• OS プロビジョニングで使用するオペレーティングシステムインストールメディアのインベン ト リ  ( メディ

ア本体はOSプロビジ ョニングメディアサーバーに保存されます)。 

• インス トール可能なソフ トウェアと、 ソフ トウェアの構成およびインス トール方法を制御するソフ ト

ウェアポリシーのインベン ト リ。 ソフ トウェアインストールメディア本体は、 ソフ トウェアリポジト リ

に保存されます。 

• 認証とセキュリテ ィの情報。

コアコンポーネン トのバンドル

インフラス ト ラクチャーコンポーネン トバンドル

• プライマ リデータアクセスエンジン  

データアクセスエンジンは、 モデルリポジト リに対する XML-RPC インタフェースを提供します。 このイ

ンタフェースを使用することにより、 SA Webクライアン ト、 システムデータの収集、 サーバー上の監視

エージェン トなど、クライアン ト とのインタラクシ ョ ンを簡単に実行できます。インフラスト ラクチャー

コンポーネン トバンドルでインストールされたデータアクセスエンジンは、 プライマリデータアクセス

エンジンとなります。 スライスコンポーネン トバンドルでインストールされたデータアクセスエンジン

は、 セカンダリデータアクセスエンジンとなります。

モデルリポジト リ とのインタラクシ ョ ンはデータアクセスエンジンを経由するので、 モデルリポジト リ

のスキーマに変更を加えてもクライアン トへの影響を小さ く抑えることができます。 また、 データアク

セスエンジンには、 システム全体を変更しな く てもSAに機能を追加できるという利点もあります。 

• 管理ゲート ウェイ  

他のSAコアやサテライ ト との通信を管理します。

• モデルリポジ ト リ  マルチマスターコンポーネン ト

モデルリポジト リのマルチマスターコンポーネン トは、 インフラスト ラクチャーコンポーネン トバンド

ルと一緒にインス トールされます。 マルチマスターメ ッシュにはコアインス トールが複数含まれます。

したがって、モデルリポジト リのマルチマスターコンポーネン トは、モデルリポジト リ内のデータをメ ッ

シュ内のすべてのコアで同期し、 1つのリポジト リで行った変更内容を他のリポジト リに反映します。 

モデルリポジト リのマルチマスターコンポーネン トには、 それぞれ送信コンポーネン ト と受信コンポー

ネン トが存在します。 送信コンポーネン ト  (送信モデルリポジ ト リマルチマスターコンポーネン ト ) は、

モデルリポジト リをポーリングし、 未発行のト ランザクシ ョ ンがあると他のモデルリポジト リに送信し

ます。 受信コンポーネン ト  (受信モデルリポジト リマルチマスターコンポーネン ト ) は、 他のモデルリポ

ジト リから送信されたト ランザクシ ョ ンを受信します。

SA 7.80から、 TIBCO Rendezvousに代わってSA Busが提供されています。 SA Busは、認定メ ッセージングサービ

スを提供するライブラリセッ トです。 

• ソフ ト ウェア リポジ ト リ ス ト ア

ソフ トウェアリポジト リス トアコンポーネン トは、 インフラスト ラクチャーコンポーネン トバンドルを

ホストする任意のサーバーにインス トールできます。 SA 9.0 で、 ソフ トウェアリポジ ト リはスライスコ

ンポーネン トバン ドルの一部となり、 スライスコンポーネン トバン ドルのホス トに対する NFS エクス

ポート を処理するコンポーネン ト と して、 ソフ トウェアリポジト リス トアが追加されています。

ソフ トウェアリポジト リス トアをインストールしない場合、 スライスコンポーネン トバンドルサーバー

がファイルシステムにアクセスするには、 NAS (ファイラー ) の構成を手動で行う必要があります。    
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スライスコンポーネン トバンドル

• コマンドエンジン  

スライスコンポーネン トバンドルの一部です。 コマンドエンジンは、 複数のサーバーに分散したプログ

ラムを実行するシステムです (一般的に、 SAサーバーエージェン トが使用されます)。 コマンドエンジン

スクリプ トはPythonで記述され、 コマンドエンジンサーバーで実行されます。 コマンドエンジンスクリ

プ トでは、 サーバーエージェン トにコマンドを発行することができます。 これらの要求は安全に配信さ

れ、 モデルリポジト リに保存されているデータを使用して監査できます。

スライスコンポーネン トバンドルを複数インストールすると、コマンドエンジンも複数使用できるので、

水平方向の拡張性が大幅に向上します。 コマンドエンジンインスタンスが複数ある場合、 スライスコン

ポーネン トバンドルが備えるロードバランシング機能を使ってコマンド送信とスクリプ ト実行に伴う負

荷を分散できます。 また、 フェイルオーバーと高可用性の機能も向上します。 たとえば、 コマンドエン

ジンインスタンスがクラスター内の別ノードにコマンド処理を切り替えよう と したとき、 そのノードが

ダウン状態の場合には次のノードにフェイルオーバーできます。

SAでは、 コマンドエンジンのスクリプ ト を使用して機能を実装します。

• ソフ トウェアリポジト リ  

スライスコンポーネン トバンドルの一部です。 このリポジト リには、 ソフ トウェア/アプリケーシ ョ ンの

プロビジ ョニングと修復を行うバイナリ /パッケージ /ソースをアップロード して保存しておきます。 関

連コンポーネン トの1 つにソフ トウェアリポジト リス トアがあります。 このストアはインフラスト ラク

チャーコンポーネン トバンドルと一緒にインストールされ、 スライスコンポーネン トバンドルのホスト

に対するNFSエクスポートを処理します。

SAは、 ソフ トウェアリポジト リのミ ラーリングをサポート します。 メ ッシュ内でミ ラーとして使用する

ソフ トウェアリポジ ト リ と、 ジ ョ ブを ミ ラーリングする頻度は、 SA Web クライアン トの構成パラ メー

ターで制御できます。 また、 ミ ラーリングによって、 サテライ トのソフ トウェアリポジト リキャッシュ

が影響を受けることはありません。

ソフ トウェアリポジ ト リ ミ ラーリングには、 大量のディスク容量が必要になります。 ミ ラーリングは、

標準インストール時と高度なインストール時に無効にすることができます (デフォルトでは有効)。

ソフ トウェアリポジト リ ミ ラーリングの構成については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

ソフ トウェアパッケージをSAライブラリにアップロードする方法については、『SAユーザーガイド : ソフ

トウェア管理』 を参照して ください。

• コアゲートウェイ/エージェン トゲートウェイ  

コアゲートウェイは、 エージェン トゲートウェイと直接通信することにより、 コアコンポーネン ト との

間で要求の送信と応答を行います。

• コマンドセンター 

コマンドセンター (OCC) は、SA Webクライアン トの基盤となるコアコンポーネン トです。OCCには、HTTPS

プロキシサーバーとアプリケーシ ョ ンサーバーが含まれます。 OCC には、 SA Web クライアン ト を経由し

ないとアクセスできません。

• DCML Exchange Tool 

DCML Exchange Toolはスライスコンポーネン トバンドルと一緒にインストールされるツールであり、SAコ

ンテンツのインポート とエクスポート を実行します。 詳細については、 『SA コンテンツユーティ リテ ィ

ガイ ド』 を参照して ください。

• Global File System 

Global File System (OGFS) は、 スライスコンポーネン トバンドルと一緒にインス トールされ、 一元的な実

行環境をSAに提供します。 

OGFSは、 1つまたは複数の物理サーバーで実行できます。 したがって、 スライスコンポーネン トバンド

ルをコアに追加してい くだけで、 SAの実行容量を拡張することが可能になります。
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OGFSは、SAビルト インコンポーネン ト とユーザーが記述したプログラムの両方を仮想ファイルシステム

内で実行します。 仮想システムは、 SAデータモデル、 SAアクシ ョ ン、 管理対象サーバーを仮想のファイ

ルとディ レク ト リ と して提示します。 

これはSA固有の機能であり、 Global Shell と自動化プラッ ト フォーム拡張 (APX) のユーザーは、 任意のス

クリプ ト言語やプログラ ミング言語を使用して SAデータのクエリ実行やサーバー管理を実行できます。

OGFSはすべてのデータ、 アクシ ョ ン、 管理対象サーバーのアクセスを SA セキュリテ ィモデルを使って

フ ィルター処理するので、 OGFSで実行するプログラムのセキュリテ ィはデフォルトで確保されます。

• Webサービスデータアクセスエンジン  

Webサービスデータアクセスエンジンは、 モデルリポジト リに対するパブリ ックオブジェク トの抽象化

レイヤーを提供し、 これによって他のSAコアコンポーネン トのパフォーマンスを向上します。 このオブ

ジェ ク ト抽象化には、 Simple Object Access Protocol (SOAP) API、 サードパーテ ィの統合コンポーネン ト、

SAコンポーネン ト  (SA Webクライアン トなど) のバイナリプロ ト コルでアクセスできます。

• セカンダリデータアクセスエンジン  

データアクセスエンジンは、 モデルリポジト リに対する XML-RPC インタフェースを提供します。 このイ

ンタフェースを使用することにより、 SA Webクライアン ト、 システムデータの収集、 サーバー上の監視

エージェン トなど、クライアン ト とのインタラクシ ョ ンを簡単に実行できます。インフラスト ラクチャー

コンポーネン トバンドルでインストールされたデータアクセスエンジンは、 プライマリデータアクセス

エンジンとなります。 スライスコンポーネン トバンドルでインストールされたデータアクセスエンジン

は、 セカンダリデータアクセスエンジンとなります。

モデルリポジト リ とのインタラクシ ョ ンはデータアクセスエンジンを経由するので、 モデルリポジト リ

のスキーマに変更を加えてもクライアン トへの影響を小さ く抑えることができます。 また、 データアク

セスエンジンには、 システム全体を変更しな く てもSAに機能を追加できるという利点もあります。 

• Build Manager 

Build ManagerはSA OSプロビジ ョニングの一部ですが、スライスコンポーネン トバンドルと一緒にインス

トールされます。 Build ManagerはOSビルドエージェン ト とコマンドエンジンの間の通信をサポートする

機能を持ち、 コマンドエンジンが送信したOSプロビジ ョニングコマンドを受信します。 また、 OSプロビ

ジ ョニング手順を実行できるように、 プラッ ト フォーム固有のビルドスクリプ トの実行時環境を提供し

ます。

• HP Live Network (HPLN)

HP Live Network は、 Server Automation (SA)、 Network Automation (NA)、 Client Automation (CA)、 Operations

Orchestration (OO)、 Service Automation Reporter (SAR) で提供されたコンテンツ更新を配信します。 また、

セキュリテ ィポリシーとコンプライアンスポリシーを提供することを通じて、 SA、 NA、 CAへの投資効果

を最大限に引き出し、 拡張可能な自動化プラッ ト フォームで新しい自動化機能を継続的に提供します。

HPLNは、 SAコアのインストール時にスライスコンポーネン トバンドルと一緒にインストールされます。 

• ソフ トウェアリポジト リアクセレーター (tsunami)

オブジェク トス トアのダウンロードアクセラレーターであり、LinuxベースのSAコアと直接通信するエー

ジェン トの修復パフォーマンスと拡張性を向上します。

パフォーマンスと拡張性は、 主に次の2つの部分で向上します。

— RPM修復分析 : RPM依存関係の分析/プレビューでパッケージヘッダーを取得します。 SAの旧リ リー

スよりプレビューが格段に高速になっています。

— 修復パッケージのステージング: ソフ トウェアリポジト リから管理対象ホスト をダウンロードする

処理が、 SAの旧リ リースより格段に高速になり、 10GbEネッ トワーキングにも対応しています。

• memcache

メモリ内のキャッシュレイヤーであり、 ソフ トウェアリポジト リアクセレーター (tsunami) コンポーネ

ン ト と連携して、 LinuxベースのSAコアと直接通信するエージェン トでの修復と拡張性を向上します。
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OSプロビジ ョニングコンポーネン トバンドル

• ブートサーバー 

ブートサーバーは、 SA OSプロビジ ョニングの一部です。 inetbootより Sunシステムの、 PXEより x86シス

テムのネッ トワークブート をサポート します。 このサポートを提供するプロセスには、 Internet Software

ConsortiumのDHCPサーバーが使われています。

• メディアサーバー 

メディアサーバーは、 SA OS プロビジ ョニングの一部です。 OS プロビジ ョニング時に、 ベンダーが提供

するメデ ィ アへのネッ トワークアクセスをサポート します。 このサポート を提供するプロセスには、

Samba SMBサーバーと Linux NFSが含まれます。 有効なオペレーティングシステムインストールメディア

をメディアサーバーにコピーおよびアップロード します。

OSビルドエージェン ト : OSビルドエージェン トは、 OSプロビジ ョニングの一部です。 プレプロビジ ョニング

(ネッ トワークブート ) プロセスで実行され、 Build Managerを使用してサーバーをSAコアに登録し、 OSインス

トールプロセスを実行します。

サテライ ト インス トール

• ソフ トウェアリポジト リキャッシュ

ソフ トウェアリポジト リキャッシュには、 コアのソフ トウェアリポジト リ  (または別のサテライ ト ) のコ

ンテンツのローカルコピーが保存されています。 ソフ トウェアリポジト リのローカルコピーを保存して

お く ことによって、 サテライ トの管理対象サーバーにソフ トウェアをインス トールまたは更新する際、

パフォーマンス向上やネッ トワーク ト ラフ ィ ッ ク低減などの効果を期待できます。

• サテライ トエージェン トゲートウェイ

サテライ トエージェン トゲートウェイは、 サテライ ト とコア間の通信を、 コアの管理ゲートウェイ経由

で処理します。 

SAゲートウェイ

SAゲートウェイは、 管理対象サーバーとSAコアの間の通信、 複数コア (マルチマスターメ ッシュ ) 間の通信、

サテライ ト インストールとSAコア間の通信を管理します。 マルチマスターインス トールについてはマルチマ

スターメ ッシュ  (複数コア ) (35ページ ) 、 サテライ ト インストールについてはSA サテライ ト  (38ページ ) を参

照して ください。

ゲートウェイには、 次のタイプがあります。

• 管理ゲートウェイ  

このゲートウェイは、 SAコア間の通信と、 SAコアとサテライ ト間の通信を管理します。

• コアゲートウェイ/エージェン トゲートウェイ  

このゲートウェイは相互に連携して、 SAコアと管理対象サーバー上のSAエージェン ト間の通信を管理し

ます。 

• サテライ トゲートウェイ  

このゲートウェイは、 ユーザー構成に応じて、 管理ゲートウェイまたはコアゲートウェイを経由してSA

コアと通信します。
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マルチマスターのマスターゲートウェイバックアップルート

マルチマスターメ ッシュでコアを3つ以上インストールすると、 第2コアへのバックアップルートが自動作成

されます (デフォルト )。 これにより、 第1コアにはプライマリルート、 第2コアにはバックアップルートが確

保されます。 ゲートウェイバックアップルートは、 SAによってインストール時に自動作成されるので、 構成

情報の指定は必要ありません。 ただし、 SAがバップアップルート を作成できない場合は、 HP テクニカルサ

ポートへの問い合わせを指示するメ ッセージが表示され、 ゲートウェイバックアップルートの手動作成が必

要になることがあります。

ゲートウェイバックアップルートが作成されるのは、 SA 9.0の新規インストール時のみで、 アップグレード

では作成されません。 旧バージ ョ ンから SA 9.0へのアップグレードでは、 ゲートウェイバックアップルート

は作成されません。 したがって、 手動での作成が必要になります。 詳細については、 HPテクニカルサポート

に連絡して ください。

たとえば、 メ ッシュにコアが3つ以上ある場合、 すべてのマルチマスタート ラフ ィ ックは第1コアのマスター

ゲートウェイを経由します (デフォルト )。 ただし、 第1コアのマスターゲートウェイに障害が発生した場合、

第2 コアのマスターゲートウェイがバックアップのマスターゲートウェイと してデフォルトで指定されてい

ます。 これ以降メ ッシュに追加したコアのマスターゲートウェイは、 インス トールした順序でバックアップ

として指定されます。 インストールでは、 3番目以降のコアにデフォルトで 2つのトンネルが設定されます。

最初のトンネルは第1コアのマスターゲートウェイ、 2番目のトンネルはメ ッシュ内の第2コアと通信します。

図5を参照して ください。

図5 コアが3つ、 バックアップルートが1つの場合
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メ ッシュにマスターゲートウェイが複数あると、 バックアップルート も冗長化されます。 図6 を参照して く

ださい。

図6 コアが5つ、 バックアップルートが複数ある場合

マスターゲートウェイに障害が発生すると、 デフォルトで、 バックアップルートが自動的にマルチマスター

メ ッシュのト ラフ ィ ッ クを処理します。故障したマスターゲートウェイがオンラインに復帰すると、メ ッシュ

ト ラフ ィ ッ クが再びこのゲートウェイを通過するように自動的にルートが戻ります。

SAのトポロジ

SAトポロジは、 ファシリテ ィのニーズに最適なものを選ぶ必要があります。 ここでは、 SA トポロジを選択す

る際に必要になる内容について説明します。

単一ホスト コア

単一ホスト コア (以前はスタンドアロンコアと呼ばれていました ) は最もシンプルなトポロジであり、 1つの

ファシリテ ィでサーバーを管理します。

単一ホスト コアは、 小規模なサーバーネッ トワークを 1 つのファシリテ ィで管理する場合に最適です。 単一

ホスト コアは他のSAコアと通信することはありませんが、 必要に応じて、 マルチマスターメ ッシュの一部と

して構成を変換できます。 
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マルチマスターメ ッシュ  (複数コア)

複数のファシリテ ィでサーバーを管理するには、 SA コアのマルチマスターメ ッシュをインス トールします。

これは、 複数のSAコアとサテライ ト を組み合わせたものです。

図7 マルチマスタートポロジ 

マルチマスターメ ッシュとは、 管理ゲートウェイを介して相互通信する複数のSAコアで構成され、 モデルリ

ポジ ト リに保存されている管理対象サーバー関連データを同期することができます。 マルチマスターメ ッ

シュ内にあるモデルリポジト リのデータが変更されると、 変更内容がメ ッシュ内にある他のモデルリポジト

リにブロードキャスト され、 同期されます。

各モデルリポジ ト リの変更内容を他のすべてのモデルリポジ ト リに反映して同期する SA コアコンポーネン

トは、 モデルリポジト リマルチマスターコンポーネン ト と呼ばれ、 インフラス ト ラクチャーコンポーネン ト

バンドルに含まれます。 このレプリケーシ ョ ン機能を使用することによって、 ソフ トウェアと環境の属性を

含む 「ブループリン ト」 を各ファシリテ ィに保存および保持できるので、 インフラスト ラクチャーの再構築

も簡単に行う ことができます。 また、 追加容量のプロビジ ョニングや更新の配信に加え、 ソフ トウェアビル

ド、 テンプレート、 依存関係を複数のファシリテ ィで共有する操作も簡単に実行できます。 

マルチマスターメ ッシュには、 サテライ ト インストールも含まれます。

サーバーは、 SAコアをインストールした任意のファシリテ ィから、 SA Webクライアン トまたはSAクライアン

ト を使用して管理できます。
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マルチマスターメ ッシュの利点

マルチマスターメ ッシュには、 特に次のような利点があります。

• 一元管理 : マルチマスターメ ッシュ内の管理対象サーバーは、 メ ッシュ内にある SA コアで管理する任意

のファシリテ ィから一元管理できます。 管理できる範囲は1箇所に限定されることはな く、 地理的な制

約もありません。

• 冗長化: データ管理をファシリテ ィ間で同期 (レプリケーシ ョ ン) することで、冗長化を図ることができま

す。 たとえば、 メ ッシュ内のあるファシリテ ィに含まれる SA コアに障害が発生した場合、 マルチマス

ターメ ッシュ内の他のコアに管理対象サーバーのコピーデータが保存されているので、 これを元に、 破

損したコアのモデルリポジト リを前回の正常稼働状態に復元することができます。 さらに、 破損したコ

アが使用できな く なる間、 メ ッシュ内の他のコアは中断することな く稼働を継続できます。 

また、 レプリケーシ ョ ンによって、 メ ッシュ内にあるファシリテ ィの稼働を中断することな く、 ファシ

リテ ィの停止や追加を行う ことができます。

• パフォーマンスの拡張: マルチマスターメ ッシュでは、マルチマスターデータベースの同期データのみが

ネッ トワーク経由で転送されるので、 ネッ トワーク帯域幅にかかる負荷を軽減できます。 

• 地理的な条件に依存しない: ネッ トワークが中断しても、場所に関係な く コアはサーバー管理を継続でき

ます。

フ ァシリテ ィ とレルム

SAゲートウェイは、 ネッ トワーク ト ラフ ィ ッ クのルーティ ングを行う コンスト ラク ト と、 IPアドレスの競合

を回避するコンスト ラク ト を使用します。

ファシリテ ィ

ファシリテ ィ とは一般的に、 モデルリポジ ト リに保存されている管理対象環境のデータに基づいて、 1 つの

SA コアが管理するサーバーの集まりを表すコンス ト ラク トです。 一般的にファシリテ ィは、 地理的な場所 (

たとえば、サニーベール、サンフランシスコ、ニューヨーク、さらには特定のデータセンターなど) を表します。 

ファシリテ ィはSA内でのアクセス権の境界であり、 ユーザーは1つのファシリテ ィ内でのアクセス権を別の

ファシリテ ィで適用することはできません。 管理対象サーバーはそれぞれが1 つのファシリテ ィに割り当て

られます。 デバイスは、 最初に SA コアに登録する際、 登録で使用するゲートウェイに関連付けられている

ファシリテ ィに割り当てられます。

たとえば、Admin Aというユーザーがサニーベールでサーバーパッチの管理を担当しているとします。 ファシ

リテ ィ という枠組みの中では、Admin Aはサニーベールという ファシリテ ィにユーザーとして割り当てられま

す。 Admin Aがサーバーを表示すると、 サニーベールに割り当てられているサーバーのみが表示され、 他の

ファシリテ ィのサーバーは表示されません。 

ファシリテ ィには、 次の2つのタイプがあります。

• コアファシリテ ィ  

各SAコアには、 コアファシリテ ィが1つ存在します。

• サテライ ト ファシリテ ィ  

サテライ ト をインストールするときに作成されるデフォルトのファシリテ ィです。
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レルム

レルムとはSA コンスト ラク トの1つであり、 これによって SAは、 1つのファシリテ ィ内にある異なるネッ ト

ワーク上のサーバーを、IPアドレスが競合している場合でも管理できます。レルムとは、ファシリテ ィのネッ

トワーク内にあるデバイスのIPアドレスに付加される一意のIDです。 これに基づいて、 SAゲートウェイはマ

ルチマスターメ ッシュ内の各ネッ トワーク上にあるデバイスを一意に識別するので、 IP アドレスが競合して

いる場合にも対応できます。

レルムは IP名前空間を定義する論理エンティテ ィであり、 この名前空間内では管理対象サーバーの IPアドレ

スはすべて一意である必要があります。 ただし、 サーバーのレルムが異なると IPアドレスが重複する可能性

がありますが、 レルムのメンバーシップによってSA内では一意に識別されます。

レルムは、 ゲートウェイによって相互接続されてゲートウェイメ ッシュを構成し、 これは相互接続された単

一のSAゲートウェイネッ トワークとして機能します。 

インストール時に新しいファシリテ ィ を作成して名前を付けると、 ファシリテ ィ と同じ名前でレルムが作成

されます (デフォルト )。 たとえば、 Datacenterという名前のファシリテ ィ を作成すると、 Datacenterという名

前のレルムも作成されます。 このフ ァ シ リ テ ィ で さ らに続けてレルムを作成する と、 Datacenter001、

Datacenter002、 などの名前が割り当てられます。 各レルム内の管理対象サーバーは、 レルムの名前と IPアド

レスの組み合わせによって一意に識別されます。

マルチマスターメ ッシュのトポロジの例

図8は、サンフランシスコとロサンゼルスという2つのファシリテ ィにインス トールされているコアを含むマ

ルチマスターメ ッシュを示しています。 各ファシリテ ィのコアにはモデルリポジト リが存在し、 両方のファ

シリテ ィ内にある管理対象サーバーに関するデータが保存されています。このデータは、両方のファシリテ ィ

のモデルリポジト リ間で、 定期的に同期 (レプリケーシ ョ ン) されます。 コアはそれぞれの管理ゲートウェイ

経由で通信します。

ロサンゼルスのファシリテ ィ内にある管理対象サーバーから、 サンフランシスコのコアへの通信は、 ロサン

ゼルスのエージェン トゲートウェイを経由してコアゲートウェイ、 さらにロサンゼルスの管理ゲートウェイ

へと転送されます。さらにこの管理ゲートウェイは、サンフランシスコの管理ゲートウェイとコアゲートウェ

イを経由して、 サンフランシスコのコアと通信します。

図8 2つのコアを含むマルチマスターメ ッシュ  
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図9は、 4つのコアを含むマルチマターメ ッシュを示します。 このメ ッシュ トポロジはスター型と呼ばれるも

のであり、 メ ッシュの中心にサンフランシスコのコアがあります。 SAのインストーラーは、 スタートポロジ

でマルチマスターメ ッシュを構成するときに、デフォルトでバックアップゲートウェイルートを設定します。

図9 4つのコアを含むマルチマスターメ ッシュ  

SA サテライ ト

サテライ トは、 管理対象サーバーの数が少な く完全なSAコアインストールを必要としないリモートサイ ト向

けのソリューシ ョ ンです。 サテライ トでは、 ホストに最小限必要なコアコンポーネン トのみをインストール

でき、 ホストからプライマリコアのデータベースとその他サービスにSAゲートウェイ接続経由でアクセスし

ます。

また、 限られたネッ トワーク接続を使ってプライマリファシリテ ィ と接続する場合には、 帯域幅の問題を軽

減することもできます。 サテライ トで使用するネッ トワーク帯域幅の上限となるビッ ト レート を指定するこ

とができます。 これにより、 サテライ トのネッ トワーク ト ラフ ィ ッ クによって、 同じパイプ上にある他の重

要なシステムのネッ トワーク帯域幅要件が影響を受けることがな く なります。

一般的に、 サテライ トの最低構成にはサテライ トゲートウェイとソフ トウェアリポジト リキャッシュが含ま

れますが、 リモート ファシリテ ィでサーバー管理機能をフル装備することも可能です。 ソフ トウェアリポジ

ト リキャッシュには、 サテライ ト内の管理対象サーバーにインストールされているソフ トウェアパッケージ

のローカルコピーが格納され、 サテライ トゲートウェイは、 プライマリコアとの通信を処理します。 

オプシ ョ ンで、 OSプロビジ ョニングブートサーバーと メディアサーバーをサテライ トホストにインストール

し、 リモートOSプロビジ ョニングをサポートすることが可能です。 ただしサテライ トホス トには、 これ以外

のコンポーネン トはインストールできません。 サテライ トのインス トールの詳細については、 第9章を参照

して ください。
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サテライ ト トポロジの例

シンプルな単一コアとサテライ トのリンク

図10では、 単一のサテライ トが単一のコアにリンクされています。 この例では、 サンフランシスコにメイン

ファシリテ ィがあり、 これよりも小規模なリモート ファシリテ ィがサンノゼにあります。 

サンフランシスコの単一コアにはい くつかのコンポーネン ト  (ソフ トウェアリポジト リ、 モデルリポジト リ、

エージェン トゲートウェイ、 管理ゲートウェイ ) が含まれます。 この図では、 簡略化のために、 コマンドエ

ンジンなど一部コアコンポーネン トが省略されています。 

サンノゼのサテライ トには、 ソフ トウェアリポジト リキャッシュ、 サテライ トゲートウェイ、 オプシ ョ ンの

OSプロビジ ョニングブートサーバーと メディアサーバーが含まれます。 

図10 単一コアのサテライ ト  

サンノゼのサテライ トのソフ トウェアリポジト リキャッシュには、 ファシリテ ィ内の管理対象サーバーにイ

ンストールするソフ トウェアパッケージのローカルコピーが格納されています。 

サンノゼのファシリテ ィにある管理対象サーバーにインストールされているサーバーエージェン トは、 サン

フランシスコのコアにサンノゼのサテライ トゲートウェイ経由で接続します。 このゲートウェイは、 サンフ

ランシスコの管理ゲートウェイと通信し、 そこからサンフランシスコのコアゲートウェイを経由して、 目的

のコアコンポーネン トへとつながります。 

応答の通信では、このパスが逆方向になります。サンフランシスコのファシリテ ィ内にある管理対象サーバー

にインストールされているサーバーエージェン トは、 サンフランシスコのファシリテ ィのエージェン トゲー

トウェイとコアゲートウェイを経由してコアコンポーネン ト と通信します。
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単一コアにリンクする2つのサテライ ト

図11では、2つのサテライ トが単一のコアにリンクしています。この例では、サンフランシスコがメインファ

シリテ ィであり、 サニーベールとサンノゼはサテライ ト ファシリテ ィです。 

図11 単一コアと2つのサテライ ト  

サテライ ト リンクのカスケーディング

図12は、 サテライ トのカスケーディ ングを示しています。 このトポロジでは、 サテライ トゲートウェイが

チェーン状に接続されています。 このトポロジでは、 ソフ トウェアリポジト リキャッシュの階層化が可能で

す。 また、 このトポロジではサテライ トゲートウェイを異なるSAレルムに割り当てる必要がある点に注意し

て ください。
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ロサンゼルスのファシリテ ィにある管理対象サーバーにパッケージをインス トールする場合、 SAはまず、 ロ

サンゼルスのソフ トウェアリポジ ト リキャ ッシュ内にパッケージが格納されていないかチェ ッ ク します。

パッケージがロサンゼルスにない場合、 SAはサンノゼのソフ トウェアリポジト リキャッシュをチェ ックしま

す。 サンノゼにもパッケージがない場合、 SAはサンフランシスコのコアのソフ トウェアリポジト リを確認し

ます。 詳細については、 『SA 管理ガイド』 の 「サテライ トのソフ トウェアリポジト リキャッシュの管理」 を

参照して ください。

図12 単一コアでのサテライ トのカスケーディング 

マルチマスターメ ッシュ内のサテライ ト

図13では、 マルチマスターメ ッシュ内にある2つのSAコアにサンノゼのサテライ トが接続しています。

ロサンゼルスとサンフランシスコの両方に通信可能な場合、 管理ゲートウェイはコストが低い方 (図13では

サンフランシスコのルート ) を選択します。コスト評価は、ゲートウェイのインス トールで指定したパラメー

ターで制御します。 システム設計者は、 ネッ トワーク接続コストが最小になるのはどのSAゲートウェイルー

トなのかを指定するルールを定義できます。 

フェイルオーバーシナリオで使用したサンプル環境を使用する場合、 正常稼働時には、 サンノゼのサテライ

トにあるサーバーはサンフランシスコのコアによって管理されます。 ただし、 サンフランシスコとロサンゼ

ルスのコアは、 それぞれの管理ゲートウェイを経由して直接接続しています。 
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サンノゼのサテライ ト とサンフランシスコのコア間の接続が切断されると、 サン ノゼのサテライ トゲート

ウェイはすぐに、 サンフランシスコからロサンゼルスのコアへと通信を移動します。 これにより、 コアはサ

ンノゼのサーバー管理を継続できます。 サンフランシスコのコアのモデルリポジト リのデータは、 通常のSA

オペレーシ ョ ンでロサンゼルスのモデルリポジト リに複製されるので、 ロサンゼルスのコアにはサンノゼサ

イ トの最新情報が格納されます。

図13 マルチマスターメ ッシュ内のサテライ ト  

マルチマスターメ ッシュで複数のゲートウェイを持つサテライ ト

図14は、 2方向でフェイルオーバーを実行できる トポロジの例です。 まず、サンノゼのサテライ ト 1と2には、

サンフランシスコとロサンゼルス両方の管理ゲートウェイにつながるゲートウェイ接続があります。 ロサン

ゼルスのコアが利用不可になった場合、 サンフランシスコのコアがサンノゼのサテライ トにあるサーバーを

管理します。 

次に、 サンノゼのファシリテ ィ内にある管理対象サーバーにインストールされているエージェン トは、 サテ

ライ トの両方のエージェン トゲートウェイをポイン ト しています。 SAエージェン トは、 利用不可なエージェ

ン トゲートウェイに対して自動的に負荷分散するので、 サンフランシスコまたはロサンゼルスのコアと直接

通信できます。
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いずれかのゲートウェイが利用不可になった場合、 利用不可なゲートウェイをプライマリゲートウェイとす

るエージェン トは、 セカンダリゲートウェイへと自動的にフェイルオーバーします。 通常のエージェン ト と

コア間の通信では、SAエージェン トはサテライ トに新し く追加 (または削除) されたゲートウェイを検出します。 

図14 マルチマスターメ ッシュで複数のゲートウェイを持つサテライ ト    

SAの製品オプシ ョ ン  

SAでは、 さまざまなITプロセスを自動化するオプシ ョ ンが提供されています。

• Server Automation Visualizer (SAV)

• Storage Visibility and Automation

• レポート
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Server Automation Visualizer (SAV)

Server Automation Visualizer (SAV) は、 IT環境内に分散したビジネスアプリケーシ ョ ンについて、オペレーシ ョ

ンアーキテクチャーと動作に関する情報提供と管理を効率的に行います。分散ビジネスアプリケーシ ョ ンは、

多くのサーバーで実行されるサービス、 ネッ トワーク、 ス ト レージデバイスを含む複雑な構成なので、 相互

の関連性、 パフォーマンス低下の原因、 ト ラブルシューティングと問題解決の方法、 環境の変更がもたらす

結果を把握することはますます難し く なっています。

SAVでは、 このような情報を物理的な側面と論理的な側面からグラフ ィ ック表示します。 

Storage Visibility and Automation

Storage Visibility and Automationは、 スト レージサプライチェーン全体の表示と管理をエンドツーエンドに実

行することによってスト レージ管理を行います。 Storage Visibility and Automationは、 アプリケーシ ョ ンス ト

レージ、 依存関係と可視化、 スト レージの監査、 スト レージの容量と利用率のトレンド分析、 スクリプ ト作

成と自動化などのコスト削減ツールを提供することによって、 サーバー管理者が日々行う作業をサポート し

ます。 詳細については、 『Storage Visibility and Automationユーザーガイド』 を参照して ください。

レポート

SAのレポートでは、 環境内の管理対象サーバー、 ネッ トワークデバイス、 ソフ トウェア、 パッチ、 カスタ

マー、 ファシリテ ィ、 オペレーテ ィングシステム、 コンプライアンスポリシー、 ユーザーとセキュリテ ィに

関する包括的な情報がリアルタイムで提供されます。 レポートはグラフと表の形式で提示され、 ポリシーや

監査などのレポート内のオブジェク トに対して適切なアクシ ョ ンを実行できるようになっています。 また、

組織で使用しやすいファイル形式 (.htmlと.xls) でローカルファイルシステムにエクスポート もできます。

SAユーティ リテ ィ

SAでは、 データセンターで一般的に実行される自動化タスクをサポートするユーティ リテ ィが提供されてい

ます。 

スクリプ ト実行

SAに付属するスクリプ ト実行機能では、 SAで管理するサーバーファーム全体で、 アドホックスクリプ トや保

存済みスクリプ ト を共有および実行できます。 

手動ではな く SAを使用してスクリプ ト を実行する方法には、 次のような利点があります。

• 多数のUNIXまたはWindowsサーバーでスクリプ ト を並列実行することにより、 時間を節約できるだけで

な く、 一貫性を維持できます。

• 役割ベースのアクセス制御を適用することで、 承認した管理者のみに、 アクセス権を持つホストでのス

クリプ ト実行を許可します。

• プライベート ライブラリ とパブリ ックライブラリにスクリプ ト を保存し、 スクリプ トのアクセス制御を

行います。

• スクリプ ト出力の表示とダウンロードを行います。 サーバーごとのレポート、 またはすべてのサーバー

の出力を1箇所に集約したレポートを作成します。
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• スクリプ トの一括カスタマイズが可能です。 管理者は、 SAに保存されているサーバーの環境と状態に関

する情報にアクセスできます。 これは、 適切なサーバーで適切なスクリプ ト を実行する上で非常に重要

な機能です。

• 包括的な監査証跡を作成し、 各スクリプ トの実行者と実行日時を記録します。

• システムの状態や構成情報をベースに、 スクリプ ト実行をカスタマイズできます。 SAには、 サーバーを

所有するカスタマーやビジネス、 サーバーがステージングサーバーか運用サーバーかの区別、 サーバー

が設置されているファシリテ ィ、 カスタマイズした名前と値のペアなどさまざまな情報が保存されてい

るので、 これを参照またはアクセスすることでスクリプ ト をカスタマイズします。

• セキュリテ ィ を損なわない方法でスクリプ ト を共有できます。 SAでは、 スクリプ ト実行を許可するユー

ザーと対象サーバーのアクセス制御が厳格に実施され、 スクリプ ト実行の監査証跡が作成されるので、

セキュリテ ィ を損なわずにスクリプ ト を共有できます。

Network Automation (NA) の統合

Network Automation (NA) の統合では、 管理対象サーバーとこのサーバーに接続されたネッ トワークデバイス

に関する詳細情報を精査します。 これによりサーバーとデバイスの関係性を特定でき、 それらの変更の調整

と適用が可能になります。 NAではSAとの統合をサポートがサポート されており、 イベン ト履歴の統合、 コン

プライアンスの検証、 サーバーやネッ トワークデバイスの重複検出などのアクシ ョ ンをデバイスグループ上

で実行できます。
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